
インターネットによる人権侵害

【コラム】ネットは便利！でも、危険も…

インターネットは、様々なアプリやＳＮＳの活用により、コミュニケーションの輪が広がるほか、世界

中のＷＥＢサイトにアクセスできたり、遠く離れた人とも写真や動画を共有することができたりと、世界

中の様々な人とつながることができる便利なツールです。

自分の意見や作品を

自由に発表できる！

楽しみが広がる！

学習に

利用できる！

でも、危険も…

自由に意見や情報を発信・収集できるインターネットにより、表現の自由や知

る権利をより一層享受できるようになった一方で、気づかないうちに、自分の人

権が侵害されたり、他者の人権を侵害したりするかもしれません。

法務省人権擁護局「令和６年における『人権侵犯事件』の状況について」
（ ）をもとに作成

ネット被害から自分を守るために

正しい知識を身につけ、自分で自分の身を守りましょう

□ユーザーＩＤ、パスワードは本人を確認するた

めの大切なものです。他人に、不正アクセスな

どされないよう、しっかりと管理しましょう。

□インターネットで知り合った相手は、信用でき

ない人かもしれません。直接会うことは避けま

しょう。また、悪用されないよう、自分や家族

の情報などを伝えないようにしましょう。

□知らない人からのメールが、コンピュータウィ

ルスの感染源となることもあります。開かない

ようにしましょう。 
□どんなに親しい関係でも、自分の

裸の写真などを送らないように

しましょう。

ネットで相手を傷つけないために

ネット上の書き込み、情報発信には責任が伴います

□相手への思いやりは大切です。チャットや掲

示板を使うときは、相手を傷つけたり怒らせ

たりしないよう、言葉づかいに気をつけまし

ょう。

□著作権について考えることも大切です。つく

った人の許可なく自分のホームページに他の

人の絵や写真を勝手に載せたりしないように

しましょう。

□「他の人にも転送して！」などのチェーンメ

ールは、誤った情報をたくさんの人に流して

しまいます。他人が発信した情報

を再投稿・拡散する前に、その

情報が正しいか、他人の不利益

にならないかを考えましょう。

児童・生徒とインターネットの使い方をチェックしましょう

インターネット上で、誹謗中

傷につながる書き込みやプライ

バシーを侵害するような書き込

みを見たことはありませんか。

軽い気持ちで投稿したメッセー

ジや写真によって、自分自身に

留まらず、他者の名誉、プライ

バシーを侵害し、ときには平穏

な生活や身体・生命を脅かす事

態につながることもあります。

そのようなインターネット上

の人権侵害は近年増加傾向にあ

り、とても身近で、深刻な社会

問題となっています。
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出典：「上手にネットと付き合おう！安心・安全なインターネット利用ガイド」総務省

＜参考資料など＞

・「令和６年における『人権侵犯事件』の状況について（概要）」法務省人権擁護局（令和７年３月）
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